


要約:脳室周囲白質軟化症(PVL)の重要な出生後の発症関連因子の一つに低炭酸ガス血症が

挙げられる。今回、炭酸ガス分圧 PaCO2 の変化に対する脳血流の変化について児の成熟度

との関係を検討した結果、PaCO2 の上昇に伴い収縮期血流速度は一定の変化は示さなかっ

たか、拡張末期血流速度および平均血流速度は上昇し R I (resistance index )は低下し

た。また CO2reactivity (一定の PaCO2 の変化に対する脳血流速度および R I の変化の程

度)は児の成熱度と伴に有意に大きくなった。このため PVL の誘因としての低炭酸ガス血

症の重要性は児の成熱度とも大いに関係すると考えられる。すなわち血管構築などの解剖

学的易障害性と脳の autoregulation の成熟、障害とも関連した低炭酸ガス血症に対する

易感受性が相重なる時期が最も低炭酸ガス血症由来の PVL が好発しやすいと考えられる。


